
無能になった人とは 

 1. 仕事の管理、人の管理ができない人。金勘定が出来ない人。日程が守れない

人。  

   人とのコミュニケーションが取れない人。 

 2. 上からの命令はただ下へスルーし、下からの報告はただ上へあげるだけの人[人   

  当たり抜群、文句言わず話をちゃんと聞き、承知しましたと言って自分では何も決 

  めない、上や下の意向ばかり気にする人]。 

 3. 面白そうな仕事ならなんでも引き受けてしまい、部下にやらせるべき仕事を自分  

  でやってしまう人。 

 4. 政治家や地域社会の人々あるいは高級官僚と外交儀礼を交わさなければなら  

  ない立場になって、歯が浮くようなお世辞を言えない人。 

 5. イレギュラーな事態に対処できない人。 

 6. 自分の組織ばかりに注目して、周りからの要求に気が回らない人。 

（本末転倒人間：顧客の都合より自分の組織の規則、儀礼、様式を守り、 

  自分の組織と調和する部下を評価する）。 

 7. 昇進したのに昇進した職の仕事を果たせず、今までの下位職に専念してただ忙 

   しくしている人。 

 8. 本来行うべき仕事にまい進せず、周囲の仕事（雑用）ばかりに専念する人[例え 

   ばレクレーションや飲み会あるいは委員会活動、社内規準作り、趣味の会など]。 

 9. 自分の職責で決断すべきことを決断できない人。 

 10. 孤独で厳しい立場に耐えられない人。 

 11. その職をこなすだけの気力と体力がない人。 

 12. 強制上座送り（祭り上げ）になった人（大企業の上層部）。ラインからスタッフに  

    なった人（水平移動）。 

 １３．無能な上司に昇進させられた人（無能な上司は無能な部下を昇進させる）。 

 １４．予算を使い切ることだけに専念する人。 

 １５．服従することしか能が無くて昇進したひと（指導者とはなりえない）。 

ヒラメちゃん。 

 １６．能書きは垂れるが実行できない人。 

 １７．人の話ばかりする人、あの人を知っている、この人を知っているという人。 

 １８．他人の意見を聞こうとしない人。自己弁護、自己主張ばかりする人。 

 １９．極めて有能か極めて無能な人、双方とも階層秩序を崩壊させる（極め 

    て有能な人は不愉快な存在、極めて無能な人は失敗の連続で組織へ多 

    大な損害をもたらす）。 

 ２０．職業的機械人間となった人〔自主的判断ができない人〕。 



    ・書類が記入されていることだけをチェックし内容の正否は確認しない。 

    ・『起きてください！睡眠薬を飲む時間ですよ』と眠っている患者にい 

     う看護士。 

 ２１．親の七光り人事で職についた人。 

 ２２．引きにより昇進した人（ねたまれる）。 

  ２３．燃え尽き症候群で燃え尽きた人。 

 ２４．電話をかけまくっていないと落ち着かない人「電話依存症」。 

 ２５．書類が一枚でも机の上にあると耐えられない人「書類恐怖症」 

 ２６．書類と本で机の上がぐちゃぐちゃになっている人「書類溺愛症」 

 ２７．書類の整理や分類をとことんやらないと気がすまない人「ファイル偏 

    執症）。 

 ２８．「誰一人、私を心底から評価してくれるヤツがいないんだ」という人 

    （自己憐憫症）。 

 ２９．どんな些細な仕事でもフローチャートをつくり、それに従って仕事を 

    させる人（フローチャート狂信症）。 

 ３０．際限なく思案して、イエスとノーの間を揺れ動く人（シーソー症候群） 

 ３１．部下や同僚の身体的特徴をあげつらう人（外見偏屈症）。 

 ３２．仕事をほったらかして冗談ばかり言う人（惰性的馬鹿笑い症） 

 ３３．大きな墓、記念碑、記念像、建物を作らないと気がすまない人（建造 

    物執着症、巨大モニュメント狂）。 

  ３４．部下に無理難題を丸投げして押し付ける人。 

  ３５．部下に難癖をつける人。 

  ３６．チックや奇癖（もみ手、爪をかむ、指の関節をならす、筆記具をくるくる廻す）。 


